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(2) 華厳経の経題について
海育E野真
『大方広仏華厳経』の経題の六合釈
先に（注1）、『大方広仏厳経』の経題の意義を明らかにする手I慣とし
て、その古訳単行経典である 『菩臨本業経J『兜沙経』を、検討し、両者
の共通項で『大方広仏厳経』の’舟務をなす「十」 の概念に、華厳経の教旨
のあることを明らかにした。即ち、第ーには、「十」は（華厳経の経主、
毘虚遮n(I仏一天の太陽仏たる〉仏の十方光被であると倶に、第こには、「十」
は十地の十であって、第一地～六地の般若経菩蕗行たる六波羅蜜から、華
厳経が第七地の方便を踏まえて第十地に到る地を歩む菩薩行でもあるとい
うことを示している。それが、 この両経の経題そのものでもある。
これと別に、準－厳経では 「十地品」、「入法界品」の部分が龍樹作と言わ
れる 『十住見婆沙論』、『大智度論』（注2）にあること等から大華厳経の
中では最古の内容とされる。そこで、次の問題として、この両品の最古訳
に経題の意義を求めるべきと思われる。今は 「入法界品」の最古訳で西秦
太初年中（384-407）型竪訳『躍勝伽経』に、仏駄蹴陀羅訳（418-421）『大
方広仏厳経』六十巻（以下（六十）と略記）実叉難陀訳（652-710）『大方
．広仏厳経』八十巻（以下（八十〉と略記）を併せ見ながら、従来私が行っ
て来たような視点（注3）から経題の窓畿を求めることとする。その視点
とは、経屈の意義は径の官頭部分の経文にニノレウクティ（語源学風解釈〉
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で行われているということである。
この冒頭部分では経題は 『大方広仏室長厳経』を対象とし、
2 
逐語的解釈が行われていると私は考える。先ず、この『大方広仏華厳経』
という経題そのものを如何に読むのだろうか。言うなれば、六合釈はどう
かということになる。従来大方の理解として、大方広は直接経にかけて大
方広経、即ち、大乗経:!)l~ とされている。（注 4 ） 大乗経であることはまち
がし、ないが、問題は大方広の語が中の語を飛び越えて経にかかるのだろう
か、という問題である。大方広経というように取られる理由は、第ーに
は、方j此の語が古来経典分類の九分教、十二分教のーにありことによる。
第二には、チベット訳名による。チベット訳では sari.srgyas phal po 
che sh巴 byaba sin tu rgyas pa chen P,O与imd1oとなっていて、 党語
に直訳すれば buddha-ava tarpsaka-maha vaipulya-su tra、即ち、『「仏一
撃厳（avatarpsakaは直訳で茎〉 という大方広一経』 となる。従って、
チベット訳では、大方広はまぎれもなく経にかかる。しかし、チベット訳
は漢訳時代と五百年位時代が後で、他の諸－経と同じく、釈の対象の経自体
も発展変化して、チベット訳経をもって当初の経名とすることはほとんど
の場合問題がある。第三は究本「入法界品」末尾に arya-ga1:u;la・vyuho
mahayana-sutra・ratna・rajaりsamapta与「聖 gai:i<;la-vyuhaという大乗一
経宝王 完結」とあるb しかし、後の二は、共に漢訳より後代であるので、
直ちに正しい理解とは定めがたい。
この是非、六合釈の考え方は、本稿の視点によ り経について検討するこ
ととする。即ち、経自体の理解、説明によって、その考えをまとめようと
いうのが本稿の趣旨である。 「入法界品」の古訳『羅勝伽経』冒頭の対告
衆の菩躍の列挙から少し後の部分を、私の考える経題区分によって区切り
ながら、（六十〉悲l滋経と党文訳と対照する。なお、話：臨列挙の後に代表
格として経の教主の法身仏に変わって説法をする普賢菩薩について説明が
あるが、後に私見を述べ解釈をする。なお『大正新修大蔵経』〈以下正
と略記 ）引用の経の文字は原則として常用漢字に置き換えて使用した。
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『羅摩伽経』
（正10,852c）示現
菩薩諸地神通荘厳。
菩薩行出生満足海荘
版。菩麓菩提門。示‘
現菩薩自在道。出生
菩薩荘厳海荘厳。如
来遊戯神通荘厳。知
来自在法輪荘厳。如
来剃海荘厳。
如来普現十方。調伏
衆生面不現心身。住
如来正法之域。超勝
功徳。普広示
現一切諸道。
如来法王。
局以一切衆生最上福
因。
如来筒一切衆生説功
徳達l開。
三輪化度一切群生
華厳経の経阻について (2) 3 
（六十）
gaQ<;lavyuha 
(Vaidya本）
（正9,677a）菩薩諸 (p.4,1.18～）前生
地。菩薩満足行。菩 菩薩乗引発荘厳照明
薩荘厳。菩薩方便荘 を示現す。前生菩薩
厳。菩薩道荘厳。菩 道荘厳清浮を示。前
薩出生海方便荘厳。 生菩薩究寛理趣海引
菩薩自在荘厳。 発荘厳を示。前生菩
菩薩本生海。 躍所証化作（vi・kuru
菩提門自在海。 vita〕海荘厳を示。
菩薩本生海を示。
現等覚門変化（viku 
如来自在転法輪。 rvita自在）海を示
如来剃清浄自在。 現あれ如来転法輪変
知来方便荘厳衆生界 現威神を示現あれ。
如来法王法 如来仏国清伊変現海
如来道明普照一切。 を・・・如来衆
如来自在入衆生処。 生界調伏方便門を…
知来為一切衆生作最 如来一切法智性法城
上福矯。 の喝I勝を…如来一切
衆生道顕示を・・知来
如来矯一切衆生説功 衆生処趣入変現を…
徳達明。三輪化度一 如来福田摂取・－如来
切群生。 一切衆生福徳所施説
法神通を…如来一切
の衆生の心 ・趣に於
ける仏照明・偏見を…
如来一切衆生不可思
議仏三昧行境変現を
示現す。（～p.4,1.29)
4 
て、
ヨ医』政経の経Jmについて (2) 5 
aka-sarphat{l）、閤浮檀金摩
尼宝で楼閣を厳飾し（－ratna-
kuta-upasobhita）、 一切の宝
で却敵（niryuha）と高楼 Ct
orana）と城塞（harmkya)
向（gavak$a）と、無数の欄
楯（vedika）によって飾られ
た（－suddha）荘厳があり、
全世界帝王に等しき摩尼宝の
荘厳あり、世界の海の量と等
しい降尼宝の荘厳があり、 一
切の摩尼宝に弥理され、傘蓋
(chatra）・艦（dhvaja）・幡
(pataka）を高く懸け、全て
の門の高楼の荘厳を完備せる
門からは（sarva-dvara-toran
a-vyuha-mukhair）、法界への
光網が放たれ、広がっていく
荘厳があり、戸外には不可説
の大衆会（bahiranabhilapy 
a-par$anmai:idala）の地面は
瑠璃で荘厳し、全ての方向の
陛道には摩尼宝の欄楯が付き
最高に整えられ、飾られであ
る（parama-suvibhakta-upa=
sobhita）。一切の祇垣林は広
がる筈の無いのに広大な状態
になっていた。（sarvarpca je= 
tavanarp vipulayam avist= 
ararp sarpsthitam abhiit.) 
又、仏神力により、かの不可
説極微座数に等しい仏国土が、
（正10,852C.心爾｜（正9,677all）爾時ICp.4,i.3o）その時
時世尊。諸菩薩心之 ｜慨。大衆心之所＆｜世恥、それら菩薩
所念。 ｜ ｜達の心の考えを知つ
大悲を身とし、大悲
を門とし、大悲を首
とし大悲の法を持ち、
虚空の如き理に随順
する師子頻申と名づ
ける三昧に入った。
世間を照腸する荘厳
Gagad-virocana-vyu 
=ha）のある（三昧）
に直ちに世尊が入ら
れると、（忽然とし
て）楼閣は、大一荘
厳（maha-vyiiha).. 
をともない、辺中な：
き広博たる（an-anta'. 
-madhya-vipula）状
態となる。無敵の金
剛（石）による大地
（一一＿＿，の荘厳・vyuhaあり、
全摩尼宝王が地表に置かれ無
数の華が（・bhumitala-aneka-
ratna・pu写pa）散布され大摩
尼宝が美しく撤かれ、瑠璃で
柱が世間を光陽する摩尼王王
により、よく荘厳が飾られ（－
suvibhakta-alarpk丞ra）、一切
宝で二重になっていて（－yam
① ｜以大悲身大悲門大悲｜以大悲身。大悲門。
大｜心大悲本願力随順大｜大悲為首。大悲随順
悲広大如法性。究寛｜方便法。入師子奮迅
如虚空。入師子宮迅
三昧。為令一切衆生
楽清浄法
入三昧己。時祇陀林
重閣講堂。忽然光臨
広t~~厳浄究天金剛荘
④｜厳其地。珍奇聞錯。
広｜衆宝厳飾。雨如意珠
博｜及諸名筆。時彼林中
表甚i決徹。有瑠璃樹。
⑤｜枝条肇果皆宝成。雑
欝 ｜色光明週旋其間楽見
珠玉以為羅網。闘浮
③｜担金及衆校飾。間無
荘｜空欠。弥理其上。又
厳｜以名珍荘厳楼閣。「一
普光降尼為明
珠柱。怖直光色
照徹図林。金戸
珠飯宝細欄楯。
?????? 三昧。為令一切衆生
楽清浄法（注3)
時大荘厳重閣講堂忽
然広博無良無辺金剛
宝地清浄荘厳。一切
摩尼王遍布其地散無
量宝華奇妙、衆宝瑠璃
為柱以明浮宝市荘厳
之。間浮檀以為楼閣。
（中略）以装飾
(alarpkara) 
四出陣道。衆宝
所成。摩尼宝王
化珍妙撃。於其
盤端放真珠光列
植皆遊羅賠軒陛。
随幡給蓋満虚空
界。於窓j関前宝
樹化生。猶沙羅
林自然行列。果
如宝鈴発衆妙音
広がる筈の無いのに広大な状
態になっていた。 一切の多彩
な宝で荘厳され、不可説の雑
色の宝が地表にあり、無数の
摩尼宝の壁で固まれ、種々の宝・
の樹の行列で荘厳されていた。
＠｜於樹根下出瑠璃｜ … ｜又、それらには、無量の香水
芸 ｜水香伊柔軟流遍｜ ｜の河が（gandha・ud山側1)
祇湿仏神力故。 ｜ ｜あって、無辺に旋回する香水
本願力故。十方｜ ｜が満ちていて、一切の宝撃を
世界。微堕数不｜ ｜流れの波浪（ogha-kalr詞は」t
可思議阿僧祇清｜ I allola （漢訳波浪）に訂正）
浄仏利。無量無｜ ｜とし、右周りして、一切の仏
数諸供接具。皆 ｜ ｜の音声を肌する荘厳を有して
悉普現於祇垣林。｜ ｜いた。
復有功時番河。 I 1m毘香河｜文、不可思議の宝一白蓮華（－pun<;lar=
廻沿伊国。無filI… I Ika）の行列あり、文、 一切の宝の顕
宝翠ー 随流化生。 ｜ ｜現開敷の紅蓮 （padma）荘厳にて地
不可窮屈。準水｜ ｜は飾られ、文、不可思議の宝樹あり
有声。皆説菩薩｜ 十種々の宝のに楼閣の列あり、一切の
報応之行。 li¥樹｜ ｜摩尼宝網に弥敷せられ、無の摩尼宝
繁栄。出番室主2。｜ けt網の光明の荘厳を有し、無数の摩
諸香蓋中。有不｜ ｜尼宝宮殿一切の降尼宝荘厳を有し、
可思議諸楼閣雲｜ i一切の香蔵より放出され、一切の香
有阿イ白紙不可思 ｜ i蓋（dhupapatala）の荘厳あり。
議!(!1箆I五E各。皆
悉垂垂下阿僧祇
宝摩尼珠玉。自
然観出。柔軟衣
服及諸宝艦番畑
幡蓋皆悉充満復
有無数諸宝撃雲
旋転空中。一切
7 (2) 重罪厳経の経題について
香河・・・
香水…
妙香
香気・・・
香櫨・・・
香樹雲
、2、
、！.
随幡及諸華蓋。
衆宝鈴艦。出妙
音声。演説7・切
諸仏名号顕現清
浄法輸之相復有
師半如意珠王。
以音声海。普演
諸仏本願海門。，
一伺法界身宝玉
摩尼法相光明。
以為荘厳。
時祇陀林上虚空
之中。有不可思
議阿僧祇等諸香｜香樹雲。
樹露。
知是種種諸供養
具及諸仏幸lj。諸
荘厳事。無量無
辺不可具説。
香櫨
6 
香
河
番
畑
??
「入法界品」冒頭部と経題 『大』 と「師子宮迅三
味」について
前節では古訳 「入法界品」である 『羅摩伽経』冒頭部と対応の党文「入
法界品」の和訳、並びに、（六十〉を対照し、内容項目に従って、そのま
ま順番に区分し、左の欄に、その項目を記したものである。との各項目の
中に、経題の etymologyが展開していると考えられるので、以下説明し
たい。ここでいう内容というのは当該箇所の経文に、同じ言葉が繰り返さ
れて一つの内容を明らかにしていると考えられるものである。経の項目順
序と多少経題『大方広仏厳径』を形成する項目とは順序等が異なるが、経
題に関連しながら、項目を見ると、①大 mahaR光、①荘厳 vyuha、＠
広博 vaipulya、①楽、 ＠自在、 変現 vikuruvita(vyuhaのetymology（八十）（正10,320a～b)
出衆妙香
???
????
??
?
． 
8 
？〉、①呑 gandha(gal).daの etymology？〉となる。
即ち、先ず『大方広仏華厳経』の最初の「大」は、大悲以下、大の語を冠
する言葉が連続6個もあって、「大」の内容が繰り返されている。それは、
これから衆生菩臨済度のため、定に入る仏の心象の世俗性と常識性とを超
越した絶対無限大を表現している。この内容を代表する言葉「大① mah=
atjが先ず読み取られる。
次の部分は、仏が師子宮迅三味に入ることによって、祇陀林の現実の有
限な土地建物が忽念として、光麗（① virocana）・広博 Ccvipula）であ
り・荘厳〈① vyuha）・翠（① pu号pa）を伴って、光彩陸離、無限の広さ
に成ったことを、説明する。仏の悟り、三味の圏内に入れば、衆生、人間
の自の見る現実的、常識的、 日常的存在は、すべて仏の圏内、法の世界と
切り替わってしまうという。
それは何故かと言うと、この区分の最初部分が注目されねばならなし、。
「師子哲迅三味に入る」という一節によって、この区分が始まっている
が、これは区分全体、ないしは、華厳経の基本的世界観にも関わる重要な
視座を明らかにしているものである。
しかしながら、師子膏迅三味という語が華厳経本来の意味に了解されて
いるであろうか。漢訳は『羅摩伽経』は「究寛如虚空。入師子宮迅三味。」、
〈六十）は 「入師子奮迅三味」、〈八十〉 「充満虚空入頻申三味」〈注 5）、
党文「雌空の如き理に随順する師子奮迅と名づける三味」というように時
代が経つにつれて変化している。『羅摩伽経』では「究覚すること虚空の
加く」というように、虚空、宇宙との関連がある。〈六十〉では虚空が消
え、 （八十〉では「充満虚空」に接続して「頗申三味」という、 「頻申」、
謂わば「あくび」となる。発文でも 「鹿空の如き理に随順する」に接続し
「i蹟申 vijrmbhita」がある。
その理由の一つは、奮迅三味の対象の原語は「vijrmbhita」という訳例
もあるが、どうも「あくび」が「奮迅Jとは結びつかないことである。vi-
jrmbhitaは、モニエル『究英辞典』によると、動詞 viI jrmbh; to open 
華厳径の経題について (2) 9 
the mouth, yawn （ロを大きく聞ける、あくびをする〉からきた名詞
yawning 〈あくび）である。むしろ「奮迅」はfvi・krama」が先ず想起さ
れるのである。その漢訳例は『党和大辞典』によれば行、遊行、勤行精進、
超過；威、威徳、奮迅、勇猛がある。さらに、モニエル『党英辞典』には、
vi I kram, to st~p beyond, to traverse, (RV.）等の、リグヴェーダ以来
の跳躍、超過などの語浪の意味を挙げ、その名詞 vikramaの意味には、
跳随、武勇、力、等の中に、太陽神、ヴィシュヌの名（マハーパーラタ出
典〉も見えている。太陽神ヴィシュヌ科lは、 tri・vikrama即ち、 「三歩跳
躍」と言われ、太陽が、地上に姿を現すやいなや、またたくまに、地から
空、空から天へと三段跳び、三歩て示達することから、そのように言われて
いる。
但し、現在の覚語仏典では vi・krama、vi-kranta-samadhiの語は小生
見つけ得ないでいる。
華厳経初期「十地品」部分の註釈である『十住見婆沙論』には、そのヴ
ィシュヌが「三乗行仏、三行仏」の名の仏として東方に出現している。こ
れらの原語は tri-vikramaである。しかし後代党語仏典では、 vijrmbhita
〈頒申〉に変わっていて、vi・kranta（三歩〉跳躍）との両語は原典の文字
の類似から、取り違いが生じたのではないだろうか。事実、上記羅什『十
住見婆沙論』の当初の 「三行仏」 tri・vikramaが、後代チベット訳では、
rnam par rol pa，党語に還えすと、 vi・kri<;lita遊戯と変化してしまった。
（注6)
この変化はなぜ起こったのであろうか。一つには当該両語の原語字形の
相似か、 一つは vi-kriintaがヴィシュヌ神という仏教以外の神の連想が
強いので、この語を避けたのかも知れない。
華厳経に先行すると見られる般若経では如何であったろうか。般若経で
も、初期の小品般若経系ではかかる三味は見られないが、大品般若経系で
は以下のように（1）世尊の化度開始に先立つ三味、（幼菩薩の列挙される三味
に含まれるものがある。
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(1）世尊化度開始に先立つ三味
西晋竺法誕訳（286A. D.）『光讃経』〈正8,147 c) 
於是也・尊坐師子床。有三墜主主恒三盟主主。偉斯定意、自然正受。如其色像。
威演威限示現有1足。
西晋無羅叉訳（291A. D.）『放光般若経』〈正8,1 a -b) 
是時世尊於師子座三味。其三味者名師子遊戯。身放〈以？〉神足感動
三千大千世界国土。六反震動。 . ' ... 〆 停
羅什訳（404A. D.）『摩詞般若波羅蜜経』〈正S,217C）目号 〆
雨時世尊於在師子座。入師子遊舷三味。以神通力。感動三千大千国
土。
玄挺（660-663A. D. ）訳『大般若渡羅蜜多経~ （正7,2 a ;428 a) 
爾時世主字不起干座。復入師子遊戯等持。現神通力。令此三千大千世
界。六種変動。
N. Dutt, Paii.cavirpsatisahasrika prajii.aparamita （以下P. と略記〉
8,5～atha khalu bhagavarps tasminn eva sirhh邑saneri号ar,u:iaキaJ:i
sirhhavikri<;litarp nama samadhirp samapede. ・ 
(2）菩躍の三味
『放光般若経』 （正8,108 c) 
何為師子布迅三！味。仏言。悉総持四禅無形禅解脱禅九次第禅。悉能逆順
入諸三味。於師子哲迅三味起使入蒲依闇三味逮諸法等。
『摩詞般若波羅蜜経』（正8,368 a -b) 
云何名血王査車~ms。 ・…・ ・是菩薩血王JS益三底。入超麓三座。
『大般若波羅蜜多経』（正10,321 c) 
云何師三重墨笠輩。 …復入菩薩彊護霊長。跳躍する者
P. （東大本No.234) 371a2-
sirphavikriditaJ:i nama samadhir iha subhuta imarp simha-－ vijrmbhitam samadhirp vibharhgarp krtva’注生担皇国旦三主主主＝
dhim 
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samapa品cate/
(3）列記される遊戯 ・奮迅 ・頻申の三三味
『光讃経』〈正8,165 b) 
(4) 
菩薩摩詞薩欲成師子娯楽三味師子震呼L三味。（…当学般若波躍蜜多。）
『放光般若経』（正8,13 a) 
欲得師子遊歩師子奮迅三味者。（…当学般若波羅蜜多。〉
『摩詞般若波羅蜜経』 （正8,233 a) 
欲得師子奮迅三味。（…当学般若波羅蜜。〉
『大般若波羅蜜多経』（正7,455b)
若諸菩薩欲自在入師遊戯等持乃至師子宮迅等持（応学般若世羅蜜多。〉
P. Dutt, 117, 15. 
sirphavikri<;litarp samadhirp sirhhavijrmbhitarp samadhim 
『光讃経』〈正8,172b) 
復有三味名師子娯楽。…復有三味名師子19l。
『放光般若経』〈正8,16 b) 
復有宝印三味。師子遊歩三味。…名師子呼L。
『摩詞般若波羅蜜経』〈正8,237 c) 
宝印三味。師子遊戯三味。
『大般若波羅蜜多経』（正7,462 b) 
諸菩薩摩詞薩復有健行等持。宝印等持。師子遊戯等持。…師子奮迅等
持・
『大般若波羅蜜多経』（正7,51a)
諸菩薩摩詞薩。有健行三摩地。 宝印正摩地。師子遊戯三勝地。 …師子
宮迅三摩地。
『大般若波羅蜜多経~ （正5,229 c～23Qa) 
（菩薩摩詞薩…三摩地〉健行三摩地。宝印三摩地。師子遊戯三摩地。
…師子奮迅三摩地。師子頻申三摩地。師子欠時三摩地。 ．
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P. Dutt, 142. 17. 
asti si!!lhavijrmbhit0 nむna 竺旦坐盟主
以上の中（1）遊戯は 豆竺盟主主旦が原語であることを示している。（2Ht.奮迅
三味が超越三味 avaskandakamと並ぶことで、類似の概念、つまり、奮
迅の原語が超越の概念を持つ己主包旦であろうと考えられるのは無理な
見方ではないと思う。（3）に示すように、奮迅は豆担当主a遊歩，遊戯と並
ぶ、現存の党本の当主旦互主旦にあたるかは（幼（4）と照らして疑問である。
(4）は暫迅と頻申と遊戯と併説されるのだから奮迅は頻申とは異なるもの
と推察される。以上を総合し、特に、（2）を考慮すると、哲迅の原語は vi・
kranta （三歩〉跳躍で、ヴィシュヌ（太陽〉神から来たもので、華厳経経
主毘庇遮那仏（虚空に行動する太陽仏）の概念に連なると推定される。
訳語の哲迅であるが、奮は諸橋『大漢和辞典』 では、ふるう、ふるわす、
とした後、＠とぶ、はばたく、大飛、＠あがる、揚、 のすすむ、進、等の
語殺を出している。従って訳語自体に「あくび」の意味はないから、上記
の私の推定は無理ではないと思う。併せて、「奮迅三味」の前に、「虚空」
が先行している経文の状態からすると、地、空、天を三歩で跳臨する大陽
の神格和1、ヴィシヌー神を擬した室長厳経の経主、毘慮遮那仏の官迅は虚空
跳蹴の暫迅であり、それにともなって十方は光明に満ち、宣伝臓の法界Jきが
展開すると理解するのが適当であろう。
そこで「大」の語を列記の後、次に繰り返しではないが①光を述べる。
§ 3 仏一葦ー荘厳（vyuha）ー自在（vikurvita)
統いて、経題からすると「仏」「撃」の解釈と説明の経文があるべきで
あるが、意図的にはなされていない。もっとも経全体が仏の活動とも言え
る。特に「仏」は自身は説法はしない。何となれば、「仏」が説かない と
言うことは、仏は法そのもの、 抽象的な法身なるが放であるが、さらに原
意は、太陽は語らず、音を発しないことと同じである。そIこで仏に代わっ
て、文殊菩薩、金剛菩薩、普賢菩薩が説法を行うが、いわば「仏」に準じ
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た菩藍である。その理由に関して、文殊菩薩については、私は明らかにし
得ないでいるが、金剛菩薩は、私の推論であるが、金剛、即ち、雷光は、
抽象的なものに似た宇宙に、忽然と、音と光を持って視聴可能となるよう
に、説き示し見直遮那（太陽〉仏の代弁が可能となるから、金剛菩薩が登
場する。この「入法界品」では特に普賢行を重視し、普賢菩躍は「仏」の
代行者である。経の初めの対告衆の菩藍多数を述べた後で、これらの菩薩
連も結局は普賢の行を達成するものである、と言って、次のように普賢の
etymologyを行い、仏と相応じた華厳経の実践者たることを示す。
アンダーライン箇所は、普（samanta）賢（bhadra）の語に＊欄の意
味か語呂が合っているところと考えられる箇所である。
普一賢（samanta-bhadra）のetymology
＊ ＊ 
普（sarnanta)＝一切、無辺 賢（bhadra)= spharaIJa普遍、普照、〆d内》州、，〆、
虚空 党、智
（六十） （八十）
(9,676 c) (10,319bc) 
①境界無硬 境界無碗 asal)ga 充満一切仏 普遍一切 sarva 
剃故 諸仏系lj故 s、，p、h，a，、r，、i;Data
②持無量身 現身無量 担金目~ 悉能往詣ー 親近一切 sarva 
-kaya 切仏故 諸如来故 upasam 
l、~、r》a《》m，、，anata 
③具足無確 伊眼無障 an- 見一切仏明 見一切仏 主LY!!_
浄浮。 avaral)a 自在故 神変事故 vikuruvita 
－段段銀生ta
④至無量処 至処無限 apramaIJa 一切諸仏成 一切如来 sarva 
正覚時悉能 成正党所
往詣現前見 恒普詣故 apratipras 
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⑤無担智光！光明無際 ananta 
?????????? ???
a」望旦主主
akasa” 
dhatu 
＠無所依止｜無所依止 a-nigrhl 
ta 
＠除減漉騎｜除滅撰磐 vi ti口1ira
仏無休息故｜ I= rabdhata 
普照一切諸｜以智慧光普1sarva
法海故 ｜照一切実法lsamud民
海故 lavabhas a 
清浄故 ｜無窮謹故 lpratisarp 
viddhi-
suddhi 
智慧境界悉｜智慧所行悉Ijfiana-
清浄故 ｜清浄故 lgocara-
visuddhi 
随其所応 ｜随衆生心 I yathasaya-
現色身故 ｜現色身故 liagadrupa-
kaya－主主迎＝
善分別知衆｜了衆生界
生界故。 ｜無衆生放
色岳担邑亘
nil;i.sattva-
mrj1va-
sattva 
dhatu・
parijnaya 
⑪虚空智怒｜等虚空智 Jgagana- l普照一切諸｜以大光網 lsaivadhatu 
放大光網
ina 
sama-pra I法界故 照法界故 I rasmi-iala 
spharanata 
以上の表で明らかなように、普賢菩薩は教主毘虚遮那仏の代弁者として
の性絡、即ち、毘一虚遮那一、 vai-rocana、普通一照明の本質を、普賢の
名前に現し、普 samantaを一切、 無辺 sarva,ananta等と解し、賢
bhadraを語呂で spharai;ia充満、遍満とし考え、字援で、愛情、優秀、
智と解している。このことは簡単に教主見直遮那仏の性格を、代弁者普賢
を説明することで語る如くである。
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撃については、法蔵の『華厳経探玄記』〈注7）の経題目を釈する中の
「六事名者。華厳之称賛語名為健寧壊詞。健筆名雑撃。標詞名厳飾。日照
三歳説云。西国別有一供養具録。名為額詞。其状六霊下関上狭飾以牽宝。
一一身内皆安仏像。良以此経六位重畳位位成仏正類彼事故立此名。人天入
会亦似彼応知。……」の文が貴重であるとされる。初めの「筆厳之称賛語
名為健態願詞。健翌三名雑筆。膜詞名厳飾。」によれば、華厳は党語 ga1:ic,la-
vyuhaで、 iga平和は雑筆、vyuhaは荘厳とし、ぅ。前者が現在も学問的
に明確になっていない。最近では、華厳経名の宣伝のチベット訳 phal-po 
・cheから党語 avatarhsakaが牽の原語ではなし、かとの論究がある。（注
8）しかし、後代、変化をうけたチベット訳より上記の法蔵（643-712）の
健筆 gai:ic,la説を注目するのが、理の自然であろう。しかし、 ga判aが
華であるなら、経文自体に、この語が意識的に出て来るとか、関連した経
文があってしかるべきである。では、何故ないのであろうか。推測するの
に、聖書厳経選述構成以前、即ち、経の構成以前の華厳経思想、ないし、華
厳経信仰の時代では、ga平和 の意味が判っていたのかもしれないが、経
が構成され成立した時点一党語時代ーでは、意味不明の聖なる語でしかな
くなってしまったのではないだろうか。それ故、経自体に、この語の説明
が得られないのではないか。
例えば、「阿弥陀」経の 「阿弥陀」のごとくである。「阿弥陀」に相当す
る原典の語が、経の成立時点では、党語でないので経典作者は意味不明な
がら、 言語学とは無関係に、語呂を合わせて党語の「amita」に置き換え
て理解した。つまり経自体に於いても正しい意味はもう把握出来なくなっ
ていた点で、 華厳経の「筆」 ga平c,laのこととは、同様なのではないだろ
うか。即ち gai:ic,laの意味が華厳経の成立時点では経の作者には把握でき
なくなっていたから、具体的なこの語の説明的経文が見あたらないのか、
または、この後に出る「＠香」と言う gandhaが ga村aと語呂合わせ
で説かれるのではなかろうか。
童話、迩宣伝については、華厳経では太陽の如きを毘庇遮那仏の光明を受け
??
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て蓮華－の如き場が閲敷され、 中心に小仏が発生し、 それを囲む花弁の如く
諸菩薩が居て形成される蓮華の撃の如き小仏国のことを言うのであろう と
私は思うが、この経の初めの部分では、 そのような「華」の説明文は見あ
たらない。しかし、前表の＠撃の箇所で、仏が三昧に入ると直ちに、 大地
に華が散布され荘厳あり、としている程度で、華と仏との関連はそれほど
説明はない。
さて次に①荘厳 （vyuha）が反復繰り返し列挙される。これは経全体の
共通基盤でもある。荘厳とは如何なることを言うのか。 飾るとはどういう
ことが行われるのか。荘厳は原語は alal"flkaraの場合も散見されるが、
vyuha がほとんどで、使われ方や意味には差がない。経は荘厳とは云々
と説明はしないが、ここで一つの etymologyがあると考えられる。上記
の①荘厳①自在の欄の各経では、自在 （nikurvita）と荘厳（vyuha）とが
連続して使用されている。『羅摩伽経』では、如来自在法輪荘厳、（六十）で
は、菩薩自在荘厳、党文では、前生菩躍（＝如来〉 の所証により化作され
た海荘厳（purvabodhisattva”samudagama-vikuruvita-sagara・vyilha)
というように同毅語的に使用されている。
荘厳（vyuha）は化作（vikuruvita）と語呂を合わせながら荘厳は仏の化作
作用と言い換え説明していると思われる。 vyilhaは vi・yuhaに同じく、
動詞 vi-.;uh (to push or move apart拡げる；toarrange配列する〉
から来た名詞である。これは＠広博、大、拡大にも通じている。それでは
荘厳とはどの椋にこの同義語的説明から理解されるのか。荘厳とは、世間
的、日’il¥＇的51±厳ではなく、「入三｜床己」の仏の視座による場合、この世間
的日常的歴史的祇陀林が、それらの世間的なものを越えて、三味の中で見
られることで、荘厳されるのである。仏の内観である三味の境地に於いて
である。仏の行動として言えば、化作 vikuruvitaである。動詞 vi-.;kr 
(to make different , to develop ,produce, to decorate，変容させる、
発展させる、飾る〉からは変現，自在、神通、神変、広大神変等の漢訳語
がある。このように vyuha荘厳と vikuruvita変現、自在の両語を見る
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と、語呂だけでなく、意味も合うので、経によくある単語を同格で並べて
いって単語の説明をするやり方と軌をーにしているとも言える。即ち、 荘
厳も化作、変現も同格、同義で、荘厳は仏の創造作用であり、 宇宙、世界
の観念的構築に他ならない。その構築とは、悟りの視座からの諦観であ
り、衆生にその限を聞かせること、開眼せしめることとも言える。
さればこそ、発文の表現のように、限定された有限の広がるはずのない
(a-vistrara）祇園林が忽然と拡大（vipula）の状態に仏力に依つてなるの
である。 経ではそれだけしか説かないが、 思うに、夜分の祇園林は暗く、
行動半径も至近距離に限られるが、太陽が出るとともに、急激に視野が広
く地平線の果てまでも拡大する。そのように、 衆生は仏なくば、目先の物
のみ見えて心身狭酷であり、視座まことに低いものであるが、「入三味巴」
の華厳経の教主の 「大方広仏」の出現で、衆生 ・菩薩が一挙に考えが大き
い華厳経的世界観 ・宇宙観に変わる事を「荘厳」と述べたものであろう。
このような意味に於て荘厳こそは華厳の基本的な重要な基礎概念の一つで、
ある。
華厳の荘厳は同時代の他の経にも影響を与え、「荘厳」の用語の採用が
広まったように思われる。例えば、『無量寿経』と、『阿弥陀経』は後代、
党典で、共に、 sukhavati・vyuha（楽を具えた一荘厳）と言われるくらい
であるが、 前者の古期無量寿経と言われる『イム説1！~丑宿泊予平等党経』、『仏
説阿弥陀三耶三仏産楼仏過度人道経』の両経には、荘厳の言葉はない。し
かし、後代の『無量寿経』、『阿弥陀経』 になると、一挙に、荘厳の言葉を
増す。私はかつて 『阿弥陀経』は古期の滞土経典で・はないかとの仮説を発
表したが、荘厳は四箇所あり、経の大きさに比例すると、後期の 『無量寿
経』の荘厳の語の十ケ前後より多いから、この仮説は一考を要すると省み
ている。
〈般若経〉は古期の小品系般若経では、さらにその中でも後期成立部分
の 「薩陀波倫菩薩品」第二十八等に荘厳を見る。〈法華経〉は、党文と対
照しつつ検討すると、’『正法華経』は荘厳（弘大含む〉四、 『妙法蓮華経』
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荘厳（vyilhaに該当しないのを除く〉十、党文十四となっている。『金剛
般若披羅蜜多経』は内容が初期成立の小品系初期部分と似てはいるが、羅
什以前の訳がなく、成立時代が、決めかねられているr しかし、「荘厳仏
土者即非荘厳是名荘厳」（注9）というように、荘厳思想の批判が見られ
るのは、荘厳思想成立後の経であることを自ら述べるものとも解される。
士士 号主
Jロ ロ
·I• 
以上のように、室長厳経の題目は、経の最初期の、さらに最初部分を中心に
調査検討した結来、『大方広仏厳経』の経題は、「大方広」に拡大、 ・照明す
る 「仏」による「筆」による「荘厳」の「経」と理解する。以上、室長厳経
の経題が、中国的注釈ではなく、私のささやかなではあるが、仏典に関す
る etymologyの調査研究に依って、理解されたままを述べた。原語を考
慮しない中国的注釈は、経自体の意義の解明というより、別個の数学的意
義があり、その意味からは尊重されるべきであるが、経自体の解釈とは立
場が異なる。
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